
 

 

 
 
 
学校の教育目標「確かな学力と体力を身につけ

た人間性豊かな生徒を育成する」を達成するた

め、「幸せを実現する城南中学校」をスローガン

と定め、教職員集団と生徒会、家庭と連動しなが

ら自己有用感高める取組を１学期から計画的に行

うことで、今は様々な成果として表れています。 

生徒達は、体育大会、文化発表会、生徒総会な

ど、コロナ禍にあっても今できることについて模

索しながら主体的に取り組んだそうです。 

さらに、「服装・頭髪の決まり令和５年度版」

の内容についても、生徒を中心に協議を行い、生

徒総会で決議した内容を「校則検討委員会」に対

して答申を行うようです。 

このような活動を通して、生徒達は自治の力を確実につけています。これか

らも城南中生徒会の活動に目が離せませんね。 

参観した授業においては、目的を意識したペア学習や教え合いが行われてい

ました。また、３年生社会では、ディベートの要素を取り入れ、立場を決めて

討論しながら学習する方法は、生徒会で学んだ話し合いの活動が授業に活かさ

れており大変興味深かったです。 

なお、学び合いを行う際の教師の立ち位置については、生徒達をより俯瞰的

に見ることで、個々の生徒の様子や学び合いの内容等を形成的に評価し、次へ

の活動に活かされるとよいと感じました。 

↑訪問の翌日の「職員室通信」の一部 
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